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1小 西鍍金だからこそ副達できる、

高い技術水準で注 Hを 集めています 1

私たち小西鍍金は素材の変形を引き起こす熱処理を行

わずに、メッキだけで表面硬度を向上させる超高硬度ク

ロムメッキ処理技術を開発。」iS規格で硬質と規定され

る「800Hv以上」をはるかにしのぐ「1000～1200Hv」

の硬度を実現しています。当時その高い技術力と高度

な品質が認められ、青函トンネル試掘用ボーリング部品

のメッキ処理を受注しました。

1研 究開発活動により、

従来法の欠点の修正に成功 !

黒染処理とはアルカリで酸化膜を作る表面処理。従来の

手法では150℃以上で処理を行うため、硬度が下がると

いう欠点があ'サました。そこで小西鍛金では、硬度が極力

下がらないように135～140℃で行う作業法を開発しま

1無 電解ニッケルメッキのスタンダードを守り、

堅実な品質を提供 !

力ニセンメッキ処理において、私たちは日本力ニゼン様

の無電解ニッケル液を使用しています。無電解ニッケル

メノキにおけるスタンダードをしっかり守り、正統派の菜品

を用いることで堅実な仕事を実践。さらにピンホールや、

30/mを超えた時の厚みのザラつきも、極小に抑える技

術を有しています。
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■VBC(CBC)処 理の用途

1防 錆力を要する機l■部品
2輸 出のための部品
3+高官な部品
4胡 維lfL械部品

5航 空機部品

8複 写催部品

7工 作機械部品
3黒 色部品
9理 化学機器部品

旧,た砲器部品
1腐食性の地域にて使用

|一 般のメッキ法とほぼ同様の工程で通常の

表面処理能力をはるかに凌鷲 !

VBC(CBC)処 理 (極低温黒色クロム)とは黒色の浸

透性皮膜型分野に属す工法。腐食性ガスにも耐える

脅威の防錆能力は黒染法の2000倍以上。SO、現像

液や約600℃までの高熱にも強い耐久性を発揮するほか、

幅広い金属素材やメッキ面上にも加工が可能。さらに

驚異的な密着性でフノ素系高分子化合物にも対応し

ます。
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|ゲ
ージ、スケールやダイヤル等の日盛に使用する

甘ながらのメッキ処FHl法!

私たち小西鍍金は最先端の技術開発を行う一方で、昔な

がらの技法も今に継承。消えゆく技術となっている地域も

あるナシ地メッキ処理技術を現代に伝え、お客様の多様な

二一ズに応えています。
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|て いねいな作業で

多くの顧客を獲得 !

バフによるカロエを施し鏡面のように仕上げるクロム1号、

素地を生かして仕上げるクロム3号。受注も数多くあり、

長年現場で培った知識と経験、そしてrl宛Jがためされる

メッキ処理です。どちらも取引先様より、高い評価をいた

だいています。
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メッキ処理のあれこれについて、なんでもご相談ください。

過去の伝統から最先端の研究まで多彩な技術を持ち、多品種・小ロット加工にも

対応できることが小西鍍金の強みです。私たちはクライアントの皆様のエーズに

お応えできるよう、日々 、研墳を積んでいます。「こんなことができるだろうか。」と思わ

れたその時には、メッキ処理のエキスパート小西銃金に、まずはご相談ください。
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